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膀帯脱落促進を試みて一・膀処置法の検討
9階東　o吉村礼子　古屋　堤
　1　緒　言
　当病棟における従来の膀処置法は、謄クリップ法を
用い、ガーゼ被覆をしていた。しかし、平均脱落日数
は6～7日であり、弾帯脱落（以後、騰脱と省略する）
後の処置が不充分なまま、あるいは驕脱をせず退院を
迎える児が少くなかったQ又、退院後に母親から、腋
処置に関する相談を受けることもあった。
　故に、脱落面をきれいに、より早く膀脱させること
により、退院後の騰処置に関する母親の不安を解消す
ることを目的とし、膀処置法を検討した。
皿　研究方法
1）期　間
昭和63年6月1日から平成元年12月29日ま
で0
2）対　象
①在胎年数37週以後、41週6日までの児
②　出生時体重が、25009以上、45009以
　下の児
　　　又、以下の条件に該当する新生児は除外した。
　ア　アプガースコアが7点以下の児
　　イ　保育器収容をした児
　　ウ　光線療法施行児
　　工　黄疽児を出産したことがある母体より娩出
　　　された児
　オ　Rh（一）母体より娩出された児
　以上の条件で、当病棟で出生した新生児456名
　について行った。
3）方　法
　結早撃と結　部位による組合せは多種あるが、
危険を伴うもの、処置時間が長く要するものを除
外し、徹激ついては、灘奏横手島研究
に基づき、A・B・C・D・Eの5群に分類した。
　（表1参照）
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結紮法 膀輪部Nコム
2㎝上
Nゴム
霞口話部
@膀ゴム{2㎝上Nリツブ
2㎝上クリツブ
消富・乾燥剤
出生時
70％
Gダノーノ
@十xクタンXブレ
沐浴時 70％エタノール十ナーベル 放置
昂奮剤
結紮
恚試 70％エタノール十ナーベル
膀二時 イソジン　十　ナーベル
　　表1　　馬蝉における、結柴法とその消毒
　　A群は、脱輪部に腋ゴムで結柴、B群は、膀輪部
　より2　cm上に腋ゴムで結柴、　C群は、半輪部に膀ゴ
　ム結晒し、瞬輪部より2　em上にクリップ結紮、　D群は、
　興野部より2　cm上にクリップ移築をし、以上の4群
　において、前出の藤井が、　「踏ガーゼ使用が、かえ
　って細菌検出率が高く、又、ミイラ化も遅くなる」
　とのことから、一切使用しないこととした。
　　しかし、伊藤が⑤「ノベクタン・スプレーが膀脱
　にょい」としていることから、結柴はD群と同様と
　し、ノベクタン・スプレーの被覆をE群で試みた。
　以上の方法で、膀脱時間を比較するため、入院中に
膀脱した例を、各群から無差別に50例ずつ抽出し、
研究を行った。
　　　結　果
　平均脱落時間が最も早かったのは、D群の114．9
時間、次いでA群の116．2時間、以下B群116．6
時間、C群122．7時間、　E群136．5時間であった。
（表2参照）
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最短膀脱時間 最長膀脱時間 平均膀脱時間
A群 587hr
i2dayllhr）
162．Ohr
i6day　18hr）
116．2hr
i4day　20hr）
B群 69．7hr
i2day　22hr）
168．9hr
i7day　l　hr）
116．6hr
i4day　21hr）
C群 75．3hr
i3day　3hr）
189．9hr
i7day　22hr）
122．7hr
i5day　3hr）
D群 53．3hr
i2day　5hr）
161．9hr
i6day　18hr）
1149hr
i4day　19hr）
E群 68．3hr
i2day20hr）
187．2hr
i7day　22hr）
136．5hr
i5day　17hr）
表2　各群における等等時間
次に踏脱時の状態について、発赤・出血・湿潤・肉
芽・ヘマトームの発生を、認められるものを＋、やや
認あられるものを±、認められないものを一、とに分
け、竹群を比較した。（表3参照）
膀脱時における珪土部の状態
（十：認められる±：やや認められる一：認められない）
A群 B群 C群 D群 E群
十 ± 一 十 ± 一 十 ± 胸 十 ± 隔 十 ± 一
発赤 00501049104911484145
出血 00501049693532451346
瀾 2133568360446820224937
肉芽 23453641314656397340
ヘマ
gーム 00500050005030473047
表3　腰脱時における謄輪部の状態
　発赤は、A群にはまったく認あられず、B・C・D群には、
それぞれ認められるものが1例ずつ、E群には、認め
られるが4例、やや認められるが1例であったQ
　出血は、A群にはまったく認められず、　B群には認
められるが1例次いでE群には、認められるが1例、
やや認められるが3例、D群は、認められるが3例、
やや認められるが2例、C群は、認められるが6例、
やや認められるが9例であったQ
　湿潤は、C群が、やや認められるが4例、他は、認
められるものとやや認められるものとを合計して、E
群13例（＋が9例、土が4例）、B群14例（＋が
6例、±が8例）、A君羊15例（＋が2例、士が13例）、
D群28例（＋が8例、土が20例）であった。
　肉芽は、認められるものとやや認められるものとを
合計して、C群4例（＋が3例、＋が1例）、，　A群5例
（＋が2例、土が3例）、B群9例（＋が3例、±が
6例）、E群10例（＋が7例、士が3例）、　D群
11例（＋が5例、土が6例）となった。
　ヘマトームは、A・B・C群にはまったく認められ
ず、D・E群には、各3例ずっ認められた。
　IV　考　察
　私達は当初、2ケ所結柴のC群が、最も早く謄脱す
ると仮定したが、予想に反し、1ケ所結柴のA・B・
D群の膝脱が早かった。
　これは、膀帯の水分移動が、
　a．切断面からの蒸発
　β体内への吸収
　γ．皮膚面からの蒸発
により行われるのが、A・B・D群では、α・βのい
ずれかの径路しか閉ざされないのに対し、C群では、
α・βの両径路が閉ざされてしまうため、乾燥が遅れ
たものと考えられる。又、E群のノベクタン・スプレ
ー使用は、驕帯が被覆されたことにより、α・rの径
路が閉ざされ乾燥化が遅れたと思われる。（図1参照）
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　次に、腋脱時の状態から、結柴部位と結集法につい
て考えると、贋輪部に腰ゴム結柴しているA・C群は、
クリップ結柴のD・E群より、発赤・肉芽・ヘマトー
ムの発生が少かった。これは、贋輪部を結柴すること
で、騰帯の残留血液が少くなるため、ヘマトーム防止
となり、又、膀ゴムを用いることで、膀帯組織の損傷
が少いため、脱落面がきれいで、肉芽が予防されたと
考えられる。（図2参照）
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図2　各群における騰輪部の状態
　又、E群のノベクタン・スプレーは、先に述べたと
おり、膀帯を被覆することによって、かえって謄脱が
遅れ、膀脱後の症状にも特に有効な効果を与えず、有
効性は認められなかった。
　以上のことから、脱落面がきれいで、膀脱時間が早
い両輪部の贋ゴム結紮法が、比較的適正な贋処置法で
あると考えられる。
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　V　おわりに
　贋輪回の膀ゴム法は、装着がやや難しく、熟練を要
することなど、手技的問題があり、導入には慎重を要
すると考える。又、今回の研究対象から除去された類
いの新生児に対する使用は、危険を伴うため、今回の
研究をもとに、さらに効果的な方法を探っていきたい
と思う。
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